
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　

出
で
ざ
お
べ
し
Q
課
業
更
賂
は
権
近
、
李
磨
、
河
儲
等
が

王
命
を
奉
じ
て
撰
し
太
宗
王
三
年
八
月
に
成
り
し
書
に
し

て
三
國
吏
記
を
取
り
て
撰
回
せ
る
編
年
史
な
り
〇
一
に
之

　
　
　
　
　
　
　
　

を
三
國
更
略
ご
饗
す
ざ
い
ふ
。
小
生
未
だ
此
書
を
見
す
。

　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

此
外
に
束
旧
史
馨
或
は
朝
鮮
更
暑
ご
欝
す
る
書
に
柳
希
齢

の
撰
ご
傳
ふ
る
も
の
あ
り
、
枷
希
春
の
撰
ご
樽
ふ
る
も
の

あ
り
。
小
生
嘗
て
撰
漕
の
名
を
記
せ
し
此
種
の
書
を
見
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
ご
な
し
。
現
今
流
布
す
る
朝
鮮
史
論
は
六
器
あ
り
。
藩

儒
よ
り
高
麗
末
ま
で
の
編
年
魚
皮
に
し
て
朝
鮮
の
「
十
八

更
馨
」
こ
も
弄
す
べ
き
も
の
な
り
。
灌
弔
意
の
撰
み
し
書

ご
は
全
く
別
霜
な
り
。
前
記
二
柳
の
い
つ
れ
か
一
の
撰
な

る
べ
き
か
是
亦
明
歪
な
ら
す
○
撰
者
全
く
不
明
な
り
Q
此

書
信
暦
四
十
五
年
支
那
に
て
言
行
せ
し
こ
ご
あ
り
〇
四
庫

全
書
中
に
入
り
し
唯
一
の
朝
鮮
皮
籍
な
り
。
明
の
東
援
無

帽
が
携
録
せ
し
も
の
な
る
べ
き
か
Q
朝
鮮
に
も
官
本
あ
り

書
窓
史
馨
ご
話
せ
り
Q
日
本
に
て
も
丈
比
五
年
談
叢
墾
に

て
明
黒
本
を
底
本
こ
し
朝
鮮
謄
本
を
墾
照
し
て
究
行
せ
し

　
　
　
第
一
傷
　
　
雑
　
纂
　
　
野
冊
族
行
談

を
以
て
廣
く
行
は
れ
し
が
今
や
留
書
稀
少
こ
な
れ
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
下
嗣
毘
）
　
（
大
正
五
、
九
、
一
、
）

毫
溝
族
即
談

　
　
　
　
　
　
丈
學
博
士
，
内
田
銀
藏

　
藁
北
に
於
て
憂
灘
勘
業
共
進
會
の
開
催
を
好
機
こ
し
、

帝
國
の
版
圖
に
諾
う
て
か
ら
二
十
年
の
皇
灘
を
一
度
目
繋

し
て
麗
い
て
、
最
近
時
に
於
け
る
日
本
の
登
展
の
点
呼
を

攻
究
す
る
上
の
一
助
に
せ
ん
ご
思
ひ
立
ち
、
私
は
本
年
四

月
十
六
縫
に
京
都
を
猶
し
、
同
日
赫
戸
出
帆
の
因
幡
丸
に

乗
り
、
二
十
日
未
明
に
墓
隆
港
に
着
、
其
の
朝
直
ち
に
壷

北
に
到
り
、
そ
れ
よ
り
二
十
九
臓
迄
憂
北
及
昭
南
に
滞
在
、

二
十
九
日
の
午
後
基
隆
出
帆
の
信
濃
九
で
盛
儀
に
就
き
、

五
月
三
日
の
朝
、
紳
戸
に
着
、
即
日
京
都
に
経
つ
π
o
私

の
壷
謎
滞
在
は
甚
だ
短
く
、
且
つ
芸
北
及
壷
南
の
二
大
都

市
を
罰
合
に
緩
々
ご
視
察
し
把
や
け
で
、
其
の
他
に
及
ば

第
四
貌
　
　
噸
三
五
　
（
七
〇
〇
）



　
　
　
第
一
巻
　
　
維
　
纂
　
　
肇
灘
族
行
談

な
い
か
ら
、
固
よ
り
十
一
分
に
日
量
溝
口
を
理
結
す
る
に
は
至
ら

な
い
。
併
し
兎
に
角
蝉
の
族
行
燈
の
見
聞
に
就
い
て
の
感

想
の
獲
る
も
の
を
左
に
柳
か
申
述
べ
や
う
○

　
現
今
、
内
地
ご
壷
灘
こ
の
間
に
は
、
日
本
郵
船
會
斌
及
大

阪
商
船
會
趾
の
六
千
昼
型
の
汽
船
の
定
期
航
海
が
あ
る
。

私
の
桑
つ
陀
の
は
、
往
復
共
に
郵
船
會
肚
の
船
で
あ
っ
π

が
、
往
航
の
因
幡
丸
は
船
室
の
蟻
蚕
な
ご
、
私
が
明
治
三

十
六
年
の
春
、
歓
羅
巴
へ
塗
っ
樹
勢
に
乗
つ
沈
丹
波
九
ご

誠
に
能
く
似
て
居
る
の
で
、
乗
船
す
る
ご
直
ち
に
そ
れ
に

心
附
き
、
忽
ち
往
年
の
欧
洲
行
の
こ
ご
を
想
ひ
起
し
π
o

其
の
聯
想
が
あ
っ
陀
か
ら
か
も
知
れ
な
い
が
、
船
が
基
隆

の、

`
に
着
い
て
、
上
陸
し
陀
折
、
前
後
左
右
を
見
廻
す
ご
、

何
こ
な
く
マ
ル
セ
零
ユ
に
京
陀
や
う
な
戚
じ
が
し
元
こ
嘘

で
あ
る
。
勿
論
幕
隆
は
基
隆
、
マ
ル
セ
イ
ユ
は
マ
ル
セ
イ

ユ
で
各
別
で
あ
る
が
、
自
分
の
毫
溝
到
着
の
第
一
印
象
は
、

實
に
右
の
如
く
で
め
つ
把
。
ま
セ
實
際
基
隆
は
日
本
内
地

の
港
以
上
に
歓
要
式
な
る
所
が
あ
る
○

　
　
　
　
　
　
　
簗
四
號
　
　
　
一
一
二
山
ハ
　
（
七
〇
一
）

　
基
隆
か
ら
汽
車
に
乗
っ
て
藁
北
に
為
る
問
、
私
は
成
る

甲
南
國
だ
な
ご
戚
じ
陀
」
私
は
側
て
か
ら
憂
「
樗
は
中
々
活

氣
が
め
る
ご
聞
い
て
居
に
Q
ま
π
単
寧
は
新
植
民
地
で
あ

る
、
我
が
帝
國
の
版
圖
に
指
し
て
か
ら
断
篇
ほ
淺
い
ば
か

り
で
な
く
、
調
帯
の
閥
け
始
め
た
の
が
、
誠
に
新
し
い
こ

ご
で
あ
る
か
ち
、
新
開
國
の
氣
分
が
能
く
現
は
れ
て
居
る

だ
ら
う
ご
想
像
し
て
墾
つ
π
こ
ご
で
あ
る
。
然
る
に
此
の

汽
車
中
に
於
て
、
或
る
程
度
迄
自
分
の
豫
て
懐
抱
し
て
居

つ
π
考
へ
を
修
正
せ
ね
ば
な
る
ま
い
乎
こ
い
ふ
戚
が
起
つ

π
o
成
る
程
毫
灘
は
植
民
地
的
で
め
る
、
活
氣
の
あ
る
一

面
も
あ
る
、
併
し
何
こ
な
く
奮
邦
の
趣
も
あ
る
し
、
ま
た

沈
滞
の
氣
分
も
め
る
。
短
資
叉
は
ハ
イ
カ
ラ
的
．
こ
も
い
ふ

べ
き
も
の
こ
共
に
、
何
こ
な
ぐ
柔
か
な
氣
昧
合
ひ
、
或
は
ま

事
実
9
訴
k
に
な
り
易
い
傾
き
が
存
す
る
の
で
は
な
い
乎

ご
疑
は
れ
把
G
而
し
て
是
れ
は
蓋
し
氣
候
の
影
響
が
大
に

關
…
係
あ
る
こ
ご
、
思
ふ
Q
ま
把
一
に
は
現
群
民
の
大
部
分

が
南
支
那
の
魯
丈
朋
を
織
承
保
留
し
て
居
る
か
ら
で
も
あ

、



ら
う
。
或
は
叉
其
の
他
に
も
原
因
が
あ
る
か
も
知
れ
漁
。

　
壷
北
は
現
に
全
島
政
治
の
聾
心
π
る
黙
に
於
て
内
地
の

東
京
に
比
㌻
べ
く
、
二
重
の
皇
都
把
る
藁
南
は
之
を
京
都

に
比
す
る
こ
ご
が
出
來
る
・
さ
う
す
る
ご
藁
隆
は
横
濱
、

力
演
は
帥
戸
に
諮
る
ご
申
す
べ
き
鰍
。
併
し
藁
南
。
打
殉

聞
に
大
阪
に
下
る
べ
き
大
都
市
は
な
い
○
而
し
て
ま
把
地

勢
・
氣
候
の
上
か
ら
云
ふ
ご
藍
鼠
は
却
て
京
都
に
似
、
壷

南
は
寧
ろ
東
京
に
近
い
の
で
あ
る
。
豪
北
は
四
方
殆
ん
ざ

由
を
以
て
園
聴
せ
ら
れ
π
る
李
原
の
中
に
在
っ
て
、
海
の

影
響
を
受
遷
る
こ
ご
が
罰
合
に
少
い
。
私
は
璽
北
の
測
三

所
へ
墾
つ
把
折
、
所
長
近
藤
氏
か
ら
此
の
峯
を
注
意
さ
れ
、

測
候
研
の
屋
上
に
登
り
、
四
方
を
眺
望
し
て
、
形
勢
を
大

概
し
、
如
何
に
も
其
の
通
り
で
め
る
こ
ご
を
威
じ
た
。
豪

南
で
は
、
毫
南
中
學
校
の
産
婦
、
並
に
赤
嵌
楼
の
上
か
ら

見
晴
ら
し
、
如
何
に
も
海
氣
の
能
く
通
す
る
こ
ご
を
蝿
ぬ

紀
。

　
璽
北
の
新
市
街
は
、
涯
劃
井
然
、
街
路
廣
澗
に
し
て
頗

　
　
　
第
　
一
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
塁
灘
族
行
談

　
　
　
　
　
　
，

る
清
潔
、
殊
に
官
衙
等
の
建
築
は
如
何
に
も
宏
肚
で
め
る

が
、
艦
蜘
及
大
憲
堤
に
至
る
ご
、
場
所
に
よ
ゲ
て
は
除
り

清
潔
ご
は
言
ひ
難
い
所
も
あ
る
○
私
は
竜
北
に
着
く
や
、

先
つ
毫
溝
帥
灘
に
墾
拝
t
、
そ
れ
か
ら
共
進
會
及
総
督
府

に
属
す
る
研
究
所
、
測
候
所
、
國
語
學
校
、
申
學
校
、
共

の
他
を
饗
観
し
、
ま
把
艦
舶
の
羅
師
廟
・
龍
山
寺
、
大
稻

埋
の
城
隆
廟
・
蠣
範
宮
等
に
参
っ
た
○
壼
南
で
は
先
づ
北

白
川
宮
殿
下
御
遽
三
所
を
拝
し
、
鉱
石
・
開
山
食
稼
・
開

元
寺
・
女
童
劣
等
に
至
b
、
壷
南
中
學
校
及
公
設
適
切
な

ざ
を
も
薦
骨
し
π
。
此
等
一
々
の
蕩
所
に
於
け
る
見
聞
の

こ
ご
は
、
今
は
略
す
る
。

　
私
が
最
初
墓
隆
に
遇
い
π
時
の
戚
想
、
及
墓
無
か
ら
皇

北
に
至
る
汽
車
中
で
戚
じ
陀
所
は
、
既
に
前
に
述
べ
π
が
、

そ
れ
で
は
藁
北
及
璽
南
の
市
中
を
見
物
し
て
得
た
印
象
は

如
何
こ
い
へ
ば
、
そ
れ
は
要
す
る
に
種
々
な
る
丈
明
の
型

式
の
併
存
で
め
る
Q
峯
灘
に
於
け
る
新
し
い
設
備
に
は
、

歓
洲
丈
明
の
型
式
が
頗
る
純
粋
な
る
儘
で
能
く
現
は
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
第
．
瞳
號
　
　
　
＝
二
七
　
（
七
〇
二
）



◎

　
　
　
第
一
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
肇
瀞
旋
行
談

居
る
。
そ
れ
ご
同
時
に
毫
灘
に
於
け
る
内
地
人
は
多
く
は

内
地
に
於
け
る
ご
同
榛
の
生
活
を
訳
し
、
叢
に
現
代
日
本

式
の
文
明
を
移
殖
し
て
幸
う
、
而
し
て
毫
灘
本
島
人
の
多

数
は
依
然
こ
し
て
奮
慣
を
守
り
、
南
方
支
那
近
代
文
明
の

型
式
を
示
し
て
居
る
Q
此
の
三
様
の
交
閉
の
外
に
爾
ほ
盤

面
の
原
始
的
丈
明
が
あ
る
。
今
や
同
化
融
含
は
漸
く
行
は

れ
つ
、
め
る
が
、
未
だ
甚
だ
…
進
み
居
ら
す
、
種
々
な
る
文

朋
の
標
本
が
難
然
こ
し
て
叢
に
併
存
し
て
居
る
、
是
れ
が

壼
、
灘
の
現
寸
で
め
る
。

　
蘂
潜
の
現
住
人
ロ
は
明
治
三
十
二
年
末
に
は
二
百
七
十

五
萬
蝕
人
で
め
つ
把
も
の
が
、
大
正
三
年
末
に
は
三
百
五

十
九
萬
鯨
入
を
益
し
、
十
五
年
聞
に
三
罰
の
良
匠
を
肥
し

て
居
る
が
、
在
柱
内
地
人
の
数
は
胆
治
三
十
二
年
末
に
三

萬
三
千
徐
人
で
め
っ
た
も
の
が
、
大
正
三
年
末
に
は
十
四

萬
一
千
鯨
人
に
達
し
、
其
の
間
の
増
加
は
著
し
い
こ
ご
で

あ
る
。
併
し
乍
ら
か
や
う
に
内
地
人
の
数
が
増
加
し
衆
つ

た
こ
は
云
へ
、
大
正
三
年
末
に
於
て
内
地
人
は
島
内
現
住

第
・
四
號
　
　
一
三
八
　
（
七
〇
三
）

入
総
数
の
三
・
九
．
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
む
る
の
み
で
、
其
の

九
二
・
パ
ー
セ
ン
ト
は
所
謂
本
島
人
で
あ
る
。
其
の
外
に

一番

l
が
ご
一
・
山
ハ
パ
ー
セ
ン
ト
、
外
國
人
が
・
五
パ
ー
セ
ン

ト
居
る
こ
い
ふ
割
合
で
あ
る
。
然
ら
ば
其
の
現
住
人
口
の

適
意
以
上
を
占
む
る
本
島
人
は
如
何
こ
い
ふ
に
、
申
す
迄

も
な
く
素
ご
爾
建
叉
は
廣
東
、
即
ち
南
支
那
か
ら
の
移
住

民
の
後
奮
で
あ
っ
て
、
今
猫
ほ
大
膿
に
於
て
南
方
支
那
の

風
俗
習
慣
及
信
仰
を
有
し
て
居
る
こ
ご
で
あ
る
○
此
の
大

多
数
の
本
島
入
、
並
に
原
始
的
な
る
蕃
人
を
配
本
風
に
同

化
せ
し
む
る
事
の
可
能
・
不
可
能
に
關
し
て
は
種
々
の
意

見
が
あ
る
や
う
で
あ
る
が
、
私
の
見
る
所
で
は
極
め
て
急

激
に
且
容
易
に
同
化
せ
し
め
得
べ
し
ご
考
ふ
る
の
は
恐
ら

く
は
當
ら
す
、
ま
セ
同
化
は
絶
望
な
り
ご
遽
断
ず
る
は
、

深
く
思
は
ざ
る
も
の
で
、
眞
理
は
二
者
の
中
間
に
あ
る
だ

ら
う
ご
考
へ
ら
れ
る
○
私
は
徐
々
に
は
必
ら
す
同
化
せ
し

め
得
べ
し
ご
思
ふ
、
遣
り
方
に
よ
っ
て
は
衣
食
往
や
言
語

の
み
な
ら
す
、
思
想
・
性
情
に
至
る
迄
も
割
合
に
蓬
に
同



隔

化
が
進
行
す
る
だ
ら
う
ご
考
へ
る
Q
そ
れ
に
は
敷
育
の
普

及
ご
民
族
間
相
亙
の
理
會
ご
が
大
に
關
係
が
あ
る
。
之
に

就
い
て
は
色
々
細
か
に
論
じ
な
け
れ
ば
な
ら
3
3
こ
ご
が
あ

る
が
、
叢
に
は
暫
く
省
岩
す
る
。

　
壷
薩
在
住
の
内
地
人
は
能
く
暑
熟
に
堪
へ
、
中
々
活
氣

の
あ
る
人
が
多
い
、
永
年
在
住
し
て
元
氣
誰
々
旺
盛
に
見

受
け
ら
れ
把
人
も
め
る
○
併
し
乍
ら
他
の
一
方
に
育
て
撚

は
ま
陀
永
住
の
考
を
有
す
る
人
が
少
い
こ
い
ふ
話
、
及
壷

灘
で
は
早
老
の
傾
が
あ
る
、
又
児
童
は
早
熟
の
や
う
だ
こ

の
説
忽
養
い
だ
。
盗
電
に
於
け
る
兜
童
の
登
育
に
就
い
て

は
、
水
科
七
三
諸
氏
は
数
年
前
に
其
の
研
究
の
結
果
を
獲

表
せ
ら
れ
π
が
、
↑
此
の
早
熟
早
老
の
問
題
は
頗
る
考
慮

を
要
す
る
こ
ご
、
思
ふ
。
同
時
に
肇
灘
の
如
き
炎
熟
甚
し

き
地
に
於
け
る
内
地
人
の
保
健
及
活
力
薫
陸
は
、
劇
的
の

成
功
を
期
す
る
上
に
大
浄
書
が
あ
る
、
其
の
爲
め
に
は
熟

帯
病
の
研
究
な
ご
、
共
に
、
如
何
な
る
衣
食
佳
の
邉
り
方

が
風
±
境
遇
に
適
す
る
か
を
十
分
に
考
究
す
る
こ
ご
が
、

　
　
　
第
一
巻
　
雑
纂
　
毫
糎
族
行
談

ま
π
甚
だ
必
要
で
あ
ら
う
。

　
前
陳
の
如
く
現
今
の
藁
溝
に
簸
て
は
、
種
々
な
る
文
朋

が
難
然
こ
し
て
併
存
し
て
居
る
が
、
早
晩
此
等
の
異
り
下

る
文
明
は
亙
に
相
融
合
混
一
す
る
こ
．
篭
で
あ
ち
う
。
其
の

時
期
の
涯
速
、
融
合
の
程
度
、
及
結
果
は
、
色
々
な
る
要

因
の
働
き
方
如
何
に
よ
っ
て
、
こ
う
な
る
か
、
今
よ
り
遽

か
に
豫
坐
し
衆
ぬ
る
が
、
融
合
混
一
の
次
第
に
進
行
す
る

こ
ご
は
疑
を
容
れ
な
い
。
而
し
て
か
く
し
て
登
展
す
る
憂

短
文
朋
が
更
に
他
に
及
ぼ
す
べ
き
影
響
、
殊
に
9
本
内
地

に
及
ぼ
す
べ
き
影
響
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
ら
う
乎
Q
今

の
断
想
本
島
人
、
及
今
の
所
謂
蕃
人
の
子
孫
は
新
な
る
日

本
入
ご
な
り
、
本
島
入
叉
は
蕃
人
ご
内
地
人
こ
の
聞
の
難

灘
人
も
次
第
に
田
來
、
純
粋
な
る
内
地
人
の
子
孫
も
、
異
り

セ
る
風
土
に
生
れ
、
異
り
漏
る
境
遇
の
下
に
成
長
す
る
よ

り
、
自
か
ら
曇
る
特
徴
を
呉
ふ
る
植
民
地
言
口
本
人
こ
な

り
は
し
ま
い
か
ご
思
ふ
O
か
や
う
な
要
素
よ
り
成
り
立
つ

べ
き
將
蘂
の
壷
漁
人
の
進
境
果
し
て
如
何
、
ま
元
此
等
の

第
四
號
　
　
＝
二
九
（
七
〇
固
）
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第
一
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
朝
鮮
牟
島
西
鋤
の
地
競

藁
黒
人
が
日
本
内
地
の
玉
葱
に
及
ぼ
す
影
響
は
果
し
て
動

何
な
る
も
の
で
あ
ら
う
乎
。
而
し
て
こ
れ
は
壷
灘
ば
か
り

で
は
な
い
、
朝
鮮
に
就
て
も
ま
把
同
檬
に
考
慮
を
要
す
る

こ
ご
で
め
る
。
私
は
領
土
の
洗
張
、
植
民
の
登
展
に
絆
ひ

て
生
す
る
新
な
る
臼
本
人
が
如
何
な
る
も
の
に
な
る
か
、

叉
彼
等
が
奮
日
本
に
の
就
會
に
及
ぼ
す
べ
き
影
響
如
何
は
、

大
に
考
究
を
要
す
る
重
要
問
題
で
あ
る
ご
從
來
か
ら
思
惟

し
て
鞭
つ
陀
こ
ご
で
め
る
が
、
璽
灘
に
墾
っ
て
は
愈
々
痛

切
に
之
を
戚
じ
π
こ
ご
で
あ
る
○

　
（
一
）
　
水
科
七
三
郵
氏
蓮
「
羅
灘
に
於
け
る
菰
野
の
獲
育
」
（
響
胴
二
年
三

　
月
以
降
暴
行
の
「
嚢
子
統
計
協
至
難
誌
」
口
入
十
六
號
以
下
、
第
九
十
一

　
猟
ま
で
、
一
団
に
亘
り
て
二
一
）
o

　
（
二
）
叢
に
蕎
謎
本
亡
い
ふ
の
に
、
無
上
土
に
謝
し
て
奮
來
の
二
本
を
指

　
す
。　

　
朝
脚
鮮
牛
島
西
側
の
地
貌

　
　
　
　
　
　
理
學
博
士
小
川
琢
治

朝
鮮
宇
島
を
算
道
に
よ
り
て
族
行
ず
る
も
の
、
慶
爾
道

　
　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
一
四
〇
　
（
七
〇
五
）

よ
り
全
羅
忠
清
法
諺
に
入
り
て
威
す
る
．
所
は
地
貌
の
秋
風

嶺
以
東
、
し
以
西
に
於
け
る
著
し
き
反
襯
な
り
O
秋
風
嶺
以

東
に
在
り
て
は
山
間
の
黙
考
急
斜
面
を
成
し
谷
底
深
く
谷

道
V
字
状
の
断
面
を
成
す
に
反
し
、
其
以
西
に
入
れ
ば
難

谷
爾
側
の
斜
面
は
渋
く
鈍
く
し
て
谷
底
は
華
字
朕
に
抵
き

断
面
を
成
す
を
豊
穣
も
顯
愚
な
る
差
異
こ
す
。
慶
爾
道
の

西
界
金
泉
よ
り
忠
清
道
南
端
の
沃
珊
に
至
る
問
の
地
帯
は

此
の
地
貌
の
限
界
に
早
る
漸
移
地
域
に
し
て
、
跨
道
の
海

抜
高
度
ご
爾
側
の
山
嶽
こ
の
高
度
の
差
著
し
か
ら
す
○
此

の
慶
爾
道
即
ち
洛
東
江
流
域
の
地
貌
は
千
本
内
地
ご
同
じ

く
、
三
州
街
道
の
動
き
著
朋
な
る
直
線
朕
の
簿
通
男
難

く
』
身
な
ご
も
認
め
ら
れ
、
其
の
地
貌
成
因
の
要
素
こ
し

．
て
地
盤
其
も
の
、
愛
動
が
重
要
な
る
役
割
を
演
ず
る
こ
ご

小
藤
博
士
の
夙
に
指
示
せ
ら
れ
し
所
な
る
が
、
之
に
附
随

し
て
表
面
を
創
印
す
る
浸
蝕
作
用
が
第
二
の
要
素
こ
し
て

盛
ん
に
活
動
し
又
写
今
爾
ほ
活
動
し
つ
、
あ
る
を
信
ず
○

西
側
の
地
貌
に
至
診
て
は
内
地
の
比
較
的
早
期
の
被
覆
層


